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次  第 

 

１ 諮問事項 

 

（１）東京都市計画生産緑地地区の変更について（中野区決定） 

 

 

２ 報告事項 

 

（１）大和町防災まちづくり計画（案）について 

（２）弥生町三丁目地区地区計画原案について 

（３）沼袋区画街路第４号線の道路空間構成について 
（４）中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更（原案）について 

 

 

３ その他 

 

（１）事務局連絡（次回日程等について） 

 
 
 
                                 以 上 
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東京都市計画生産緑地地区の変更について（中野区決定） 

 

 

 １ 変更概要 

   東京都市計画生産緑地地区に、地区番号 ○25 及び ○26 を新たに追加することとし、都

市計画手続きを進める。 

   （経緯） 

    区内に農地を所有する主たる農業従事者及びその他従事者に対して、今後の営農に

関する意向調査等を実施したところ、２箇所について追加指定の意向申し出があった。

現地調査を踏まえ、生産緑地法の目的である区内の良好な都市環境の形成に資するも

のであり、新たに追加することとする。 

 

２ 都市計画の案 

   別紙１～３のとおり（計画書、総括図、計画図） 

 

○生産緑地地区の位置、番号及び面積 

    地区番号○25  中野区上鷺宮二丁目地内（約１，５７０㎡） 

    地区番号○26  中野区上鷺宮三丁目地内（約６６０㎡） 

  ○区内の生産緑地全体の地区数と面積 

   ９地区（約１．６５ｈａ） → １１地区（約１．８７ｈａ） 

 

３ 当該生産緑地指定に関する経緯及び今後のスケジュール 

  平成３０年度 

７月４日            生産緑地地区指定申出書の受理 

７月～９月          産業振興分野に新規指定に係る意見照会 

               東京都知事協議、協議結果通知（意見なし）   

１０月１日          都市計画案の決定※ 

１０月２日～１０月１５日   都市計画案の公告・縦覧及び意見収集 

               図書の縦覧者 ０名  意見書の提出 ０名 

１０月２５日            中野区都市計画審議会（諮問） 

１１月上旬         都市計画変更（告示）予定 

※１０月５日の第３回定例会にて報告済 

 



 
                 東京都市計画生産緑地地区の変更（中野区決定） 

 

 

 

 都市計画生産緑地地区を次のように変更する｡ 

 

 

 

 

第１ 種類および面積 

 

    種      類      面    積  

   生産緑地地区 約１．８７ｈａ      

 

 

 

 

第２  追加のみを行う位置および区域 

 

名    称  

位          置 

 

追加面積 

 

備    考 番号 地区名 

２５ 上鷺宮 中野区上鷺宮二丁目地内 約１，５７０㎡  

２６ 上鷺宮 中野区上鷺宮三丁目地内 約６６０㎡  

計 ２ 件  約２，２３０㎡  

 

 

 『区域は計画図表示のとおり』 

 

   理  由 

 農業との調整を図り、良好な都市環境の形成に資するため、市街化区域内に

おいて適正に管理されている農地等を追加する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙１ 





東京都市計画生産緑地地区（地区番号　）計画図（中野区決定）

凡　例

既指定区域

縮尺　１：２，５００

今回追加を行う区域

N

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図

（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市

計画道路の計画図から転記したものである。無断複製を禁ず。

（承認番号）30都市基交著第26号、平成30年5月23日

　　　　　 30都市基街都第133号、平成30年8月13日

25

⑦

⑦

⑧

⑤

⑥

25

02374650
テキストボックス
別紙3-1



東京都市計画生産緑地地区（地区番号  ）計画図（中野区決定）

凡　例
縮尺　１：２，５００

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺 1/2,500の地形図

（道路網図）を使用して作成したものである。ただし、計画線は、都市

計画道路の計画図から転記したものである。無断複製を禁ず。

（承認番号）30都市基交著第26号、平成30年5月23日

　　　　　 30都市基街都第133号、平成30年8月13日

既指定区域

今回追加を行う区域

N

26

26

02374650
テキストボックス
別紙3-２



上鷺宮二丁目 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

341 

② 

① 

③ 

④ ⑤ 

377-2、10 

補助資料 



生産緑地ＮＯ．２５上鷺宮２－３７７－２、１０ 

     ① 

 

 

 

 

 

 

     ② 

 

 

 

 

 

 

     ③ 

 

 

 

 

 



上鷺宮二丁目３４１ 

     ④ 

 

 

 

 

 

 

     ⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



上鷺宮三丁目 

 

  

265-1 
② 

① 

③ 



上鷺宮三丁目２６５－１ 

    ① 
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    ③ 
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都 市 計 画 審 議 会 資 料 

地域まちづくり推進部北西部まちづくり担当  
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大和町防災まちづくり計画（案）について 

 

 

Ⅰ これまでの経緯と今回の報告について 

 

○ 大和町地区は、木造建物の密集した地域を抱え、災害時における危険度が

高く、防災性の向上を図ることが緊急の課題となっており、都の不燃化特区

に指定されている。 

○ 防災まちづくりとしては、平成２５年度に大和町中央通りが都の特定整備

路線に位置づけられたことを契機に、地元住民による「大和町まちづくりの

会」の立ち上げるとともに、区でも平成２７年度に「大和町まちづくり方針」

を策定し、拡幅整備が進捗している大和町中央通り沿道地区（約５．６ｈａ）

において、延焼遮断帯の形成や適切な土地利用の誘導に伴うにぎわいの創出

などの取り組みを進めるため「大和町中央通り沿道地区地区計画」（決定告

示日：平成２８年３月７日）を先行的に導入し、防災まちづくりを推進して

きたところである。 

○ 平成３０年８月３日の第２回都市計画審議会において報告した「大和町防

災まちづくり計画（素案）」について、意見交換会を実施し、この結果をも

とに「大和町防災まちづくり計画（案）」を決定したので、以下のとおり報

告する。 

○ なお、意見交換会に先立って実施した優先整備路線沿道権利者説明会の実

施結果についてもあわせて報告する。 

 

 

Ⅱ 大和町防災まちづくり計画（案）について 

１ 計画（素案）に係る意見交換会の実施結果 

日時 場所 参加人数 

８月２４日（金） １９時～ 大和区民活動センター １０人 

８月２５日（土） １０時～ 大和区民活動センター １４人 

計 ２４人 

  ※意見交換会における主な意見・質問等は、別紙１のとおり 
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２ 計画（素案）からの主な変更点 

  １ はじめに 

頁 主な変更点 

１ これまでの経緯に、不燃化特区補助制度の指定、地区計画と都市防

災不燃化促進事業の導入についての記載を追加 

 

また、大和町中央通り沿道地区は、平成２６年に不燃化特区補助制

度（平成３２年度まで）の対象区域に指定されるとともに、区は、

沿道地区に延焼遮断帯の形成等を目的とした地区計画と都市防災不

燃化促進事業を導入している。 

 

２ 大和町地区の現況 

頁 主な変更点 

２ １．建物現況データの構造別割合、図を更新 

 

３ 計画（案）の内容 

  別紙２のとおり 

 

４ 今後の予定 

計画（案）に係るパブリック・コメント手続（平成３０年１０月５日（金）

から１０月２５日（木））の結果をもとに、１１月下旬に計画を策定する。 

今後、本計画に基づき優先整備路線の整備、大和町地区全域への地区計画導

入等を検討していく。 

 

Ⅲ 優先整備路線沿道権利者説明会の実施結果について 

  別紙３のとおり 



別紙１

＜①まちづくりの方針と今後のまちづくりの展開に関する事項＞

主な意見・質問

1
「展開」という表現があいまいでわかりづ
らい。

2
共同化の機運醸成を図る例を示してほし
い。

3
「地域の核」、「まちの顔」とは、どうい
うことか。

＜②まちづくりの基本的な考え方に関する事項＞

主な意見・質問

4
防火水槽や消防井戸等を設置するための公
園やオープンスペースの確保は重要であ
り、賛成である。

5
大和町地区全体の道路を広げていこうとし
ているのか。

6
避難道路とはその地区に住んでいる人が避
難するためのものなのか。

7
優先整備路線及び整備路線について、整備
の考え方を教えてほしい。

8
優先整備路線の拡幅整備により、車両の流
入が増え、歩行者の安全性が損なわれるの
ではないか。

9
優先整備路線の拡幅整備により、地域危険
度は改善されるのか。

東京都の地域危険度測定調査における地域危険
度は他の地区との相対評価であるが、６ｍ以上
の道路を整備することで、避難や消防活動がし
やすくなり、安全性は確実に高まると考えてい
る。

大和町防災まちづくり計画（素案）意見交換会における主な意見・質問、区の考え方

区の考え方

まちづくり方針に掲げる将来像の実現に向け
て、具体的な取り組みを発展的に実施していく
ことを示すものであるため、「展開」という表
現をしている。

接道不良敷地において、避難道路整備事業を契
機として、隣り合う土地の一体的利用等の提
案、相談を行うことなどを想定している。

大和町中央通りの拡幅による歩道の整備や大和
区民活動センターの建替えと連動した、回遊性
の創出等を想定している。

区の考え方

土地利用の基本的な考え方で示しているとお
り、宅地化できない狭小な残地を活用するな
ど、公園やオープンスペースの確保をしてい
く。

東京都の防災都市づくり推進計画において、円
滑な消防活動を行うために必要とされている幅
員6ｍ以上の道路を整備していきたい。
なお、幅員4ｍ未満の道路は、生活道路拡幅整
備事業により、引き続き、整備していくことを
考えている。

地区に住んでいる人が避難所等へ安全に避難す
るため、且つ、円滑に消防活動を行うために整
備する。

地区内に幅員6ｍ以上の避難道路ネットワーク
を形成したいと考えており、その中でも特に重
要な路線は優先整備路線として公共主体で先行
的に拡幅整備していく。その他の整備路線につ
いては、建替えにあわせて拡幅整備していく。

地区内の生活道路としての整備を計画してお
り、通過交通を増やすことは目的としていな
い。車両の走行速度が上がらないよう、道路の
構造等を工夫していく。

1



10
優先整備路線の拡幅については、決定事項
なのか。

11
まちづくりのルールを決める場合、どのく
らいの実現性があるのか。

＜③主なスケジュールに関する事項＞

主な意見・質問

12
優先整備路線の拡幅整備の終了予定はいつ
ごろか。

＜④計画全般に関する事項・その他＞

主な意見・質問

13
大和町の道路整備において、東京都と中野
区の役割分担を教えてほしい。

14

防災まちづくり計画を作成するうえで、道
路を整備したことにより、災害時に車両が
流入して渋滞が発生し、通行不可になると
いうような防災上のリスク、マイナス面も
考慮すべきである。

15
優先整備路線の沿道住民に対しての補償
は、どのように補償していくのか。

16
大和町地区に見られる空家について、どう
考えているのか。

17
建物を解体し、更地になると固定資産税が
上がるのか。

警察、消防等の関係機関と連携し、ハード面だ
けでなく、区民への周知広報等のソフト面につ
いても考慮していく。

道路の拡幅整備を実施する際には、道路線形に
かかる建物については、物件調査を行い、区の
補償基準に則り補償させていただく。また、ご
協力いただく土地部分についても同様に、補償
基準に則り、土地代を補償させていただく。

空家対策は重要な問題であり、地区内の不燃化
を進めるため、不燃化特区制度などを活用し、
老朽化した空家の除却を進めていきたい。

現在は不燃化特区に指定されており、減免措置
を受けることができる。

計画（素案）の中に位置づけて示している段階
である。意見交換会の意見等を踏まえて計画
（案）を取りまとめ、今後パブリック・コメン
ト手続を経て、決定していく。

今後、都市計画の地区計画で位置づけることに
なれば、建築確認時に適用され、地区計画に基
づき建替えていただくことになる。

区の考え方

地域の意見を踏まえながら検討を進め、平成31
年度中に事業着手することを目指していく。事
業期間については、事業着手時に示したい。な
お、一般的に公共整備型で実施する場合は、10
年程度を事業期間とすることが多い。

区の考え方

大和町中央通りは特定整備路線に指定されてお
り、東京都が拡幅整備を行っている。一方、区
は、本計画（素案）で示すとおり、地区内の避
難道路を整備していく。
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別紙３

＜①スケジュール・進め方に関する事項＞

主な意見・質問

1
拡幅整備のスケジュールについて、いつ頃の
完成を想定しているか。

2
スケジュールありきで、計画を進めようとし
ているのではないか。

3 道路線形は、いつ頃に示されるか。

＜②道路整備に関する事項＞

主な意見・質問

4
避難道路整備の方向性については賛成である
が、拡幅路線の沿道権利者の生活再建を考え
て幅員等を検討して欲しい。

5
拡幅整備により車両の交通量が増えたり、走
行速度が上がり、危険になるのではないか。

6
小学校の通学路となっているため、安全性を
確保する必要がある。

7
道路の拡幅整備だけでなく、無電柱化を進め
ることが必要である。無電柱化を含めた、全
体的な計画を示して欲しい。

8
優先整備路線以外の避難道路については、拡
幅整備しないのか。

大和町地区において、幅員6ｍ以上の避難道
路ネットワークを形成したいと考えており、
他の路線についても地区計画等を策定し、建
替えにあわせて拡幅整備していくことを考え
ている。

優先整備路線沿道権利者説明会の実施結果

１　説明会の概要
 （１）開催日時及び参加者数
　　　平成３０年７月１７日（火）１９時～２０時　　１７名
　　　　　〃　　７月１８日（水）１９時～２０時　　１９名
　　　　　〃　　７月１９日（木）１９時～２０時　　２９名
　　　　　〃　　７月２０日（金）１９時～２０時　　　８名
　　　　　〃　　７月２１日（土）１０時～１１時　　２３名
　　　　　〃　　７月２１日（土）１０時～１１時　計９６名
 
 （２）場所
　　　 大和区民活動センター

２　主な意見・質問、区の考え方

区の考え方

地域の意見を踏まえながら検討を進め、平成
31年度中に事業着手することを目指してい
く。事業期間については、事業着手時に示し
たい。なお、一般的に公共整備型で実施する
場合は、10年程度を事業期間とすることが多
い。

幅員6ｍ以上の道路への拡幅整備にあわせ
て、無電柱化することを検討していく。無電
柱化の技術的な進捗状況等も踏まえながら進
めていく必要があると考えている。

地区内の生活道路としての整備を計画してお
り、通過交通を増やすことは目的としていな
い。車両の走行速度が上がらないよう、道路
の構造等を工夫していく。

沿道権利者の生活再建も踏まえ、必要とされ
る幅員等を検討していく。

道路の設計や、東京都・警察・消防等との協
議を円滑に行い、年内を目途に示したい。

権利者説明会をはじめ、オープンハウスを定
期的に開催するなど、沿道権利者から意見を
いただき、丁寧な説明を行い、理解を得なが
ら進めていきたい。

区の考え方

1



9
妙正寺川沿いの道路を拡幅整備すれば、十分
ではないか。

10
現在の幅員4ｍ未満でも消防活動ができてお
り、幅員6ｍ以上の道路への拡幅整備の必要
性が分からない。

11
優先整備路線において、現況で幅員4ｍに拡
がっていないところがあるので、まずは幅員
4ｍに整備すべきではないか。

12
八幡通りを東西に拡幅整備するのではなく、
大和鹿鳴公園付近で早稲田通り方面に、折れ
ている理由はなにか。

13 道路の中心線から均等に拡幅するのか。

＜③防災まちづくりに関する事項＞

主な意見・質問

14
なぜ、大和町地区で防災まちづくりを進める
のか。都内、区内での優先度が高いのか。

15
用途地域や日影規制等を見直す予定はある
か。

16
災害時に、ブロック塀が倒壊すると通行の支
障となる。ブロック塀の対策について、何か
考えているか。

＜④その他＞

主な意見・質問

17
拡幅整備の総額事業費を示して欲しい。ま
た、拡幅整備に必要な事業費を確保できる
か。

18
道路線形に建物がかかる場合、補償の対象に
なるのか。

今後、まちづくりのルールを定める、大和町
地区地区計画を導入することを考えている。
地区計画の検討を行う中で、土地の有効利用
や垣・さくの高さ制限等についても考えてい
きたい。

公共用地を活用することや建物の不燃化を進
めるという考え方を基本に道路線形を検討し
ていく。

地区全体の防災性向上のためには、地区の中
央に位置し、東西の軸として、幹線道路や避
難場所等へのネットワークを形成するための
基幹となる避難道路が必要であると考えてい
る。

杉並区界の狭あい道路ではなく、幹線道路で
ある早稲田通りに接続させるとともに、避難
場所となる旧大和小学校へのネットワークを
形成したい。

道路の拡幅整備を実施する際には、道路線形
にかかる建物については、物件調査を行い、
区の補償基準に則り補償させていただく。ま
た、ご協力いただく土地部分についても同様
に、補償基準に則り、土地代を補償させてい
ただく。

区の考え方

区の考え方

総額事業費については、事業内容等を検討し
た上で、事業着手時に示したい。なお、事業
費については、国・都と連携し、補助金を活
用するなど確保していく。

東京都の防災都市づくり推進計画において、
円滑な消防活動を行うために必要とされてい
る幅員6ｍ以上の道路を整備していきたい。
また、阪神・淡路大震災の事例では、幅員6
ｍ以上にすることで、道路の閉塞率が、幅員
4ｍ未満の場合の約7割から3割に軽減されて
いる。
なお、幅員4ｍ未満の道路は、生活道路拡幅
整備事業により、引き続き、整備していくこ
とを考えている。

東京都の「地震に関する地域危険度測定調
査」において、大和町地区の総合危険度（5
段階評価）は、一・三丁目が4、二・四丁目
が5であり、都内5,177町丁目の中でも、危険
度の高い地域とされており、早期に防災まち
づくりを進める必要があると考えている。

2



 
弥生町三丁目地区地区計画原案について 

 

１．これまでの経緯 

弥生町三丁目周辺地区では、平成２５年６月東京都の不燃化推進特定整備地区

の指定を受け、平成３２年度までに不燃領域率７０％を達成することを目標に、

防災まちづくりを進めている。 
平成２６年１２月には地元町会や公募委員から構成する「弥生町三丁目周辺地

区まちづくり協議会」を立ち上げ、地区計画の導入へ向けた検討を進め、平成２

８年４月に同協議会より区へ「まちづくり提案書」が提出された。 
本提案に基づき、区では、地区計画の導入について検討を進めてきたところで

あるが、都市防災の観点から社会的に無電柱化がクローズアップされた背景から、

地区計画の地区施設道路としての避難道路のあり方において、無電柱化事業と計

画的、事業的整合を図る必要が生じており、関係機関と協議調整中である。 
こうした状況の中、都営川島町アパート跡地では、区画道路や代替地の整備が

進行しているうえ、跡地活用が本地区のまちづくりを先導するものであることか

ら、早期にまちづくりのルールを定める必要が生じている。このため、防災性の

向上と快適な居住環境の形成を図ることを目的として、地区全体に先行して同跡

地へ地区計画を導入することとした。 
 

２．弥生町三丁目地区地区計画原案について 

跡地への導入を予定している地区計画について、次のとおり地区計画原案を作成

した。 

・弥生町三丁目地区地区計画原案（別紙１） 

・平成３０年度第２回都市計画審議会報告資料「都市計画原案のあらまし」から

の変更点等について（別紙２） 

 

３．原案縦覧及び意見書受付の結果 

この原案について、８月中旬から８月下旬にかけて関係権利者への個別説明を行

うとともに、次のとおり中野区地区まちづくり条例第１８条に基づく原案の縦覧及

び関係権利者からの意見書の受付を行った。 

 

縦覧期間 ８月２１日～９月３日  ２週間 

意見書受付期間 ８月２１日～９月１０日 ３週間 

意見書 なし 

主な意見 なし 

平成 3 0 年（ 2 0 1 8 年） 1 0 月 2 5 日 

都 市 計 画 審 議 会 資 料 

地域まちづくり推進部東部・南部まちづくり担当 



４．今後の予定 

平成３０年１１月   地区計画の案の説明会、同公告・縦覧 

平成３１年１月   都市計画審議会（諮問） 

平成３１年２月   都市計画決定 

平成３１年度   建築物の制限に関する条例公布 

 

 

弥生町三丁目周辺地区 防災まちづくり事業計画概要図 

 

 

 

区画道路 (幅員５ｍ) 
※UR 整備（土地区画整理） 

従前居住者用賃貸住宅 
※UR 整備 

新設公園(約 1,330 ㎡) 



東京都市計画地区計画の決定（中野区決定） 

都市計画弥生町三丁目地区地区計画を次のように決定する。 

名   称 弥生町三丁目地区地区計画 

位  置※ 中野区弥生町三丁目地内 

面  積※ 約 0.5ha 

地区計画の目標 

本地区を含む弥生町三丁目周辺地区は、中野区の南端に位置し、中野新橋駅に近く、都心への利便性が高い住宅地として発展し

てきた。戸建て住宅と木造アパートが混在した高密度な街区が多く、道路や公園などの都市基盤も脆弱なため、「中野区都市計画

マスタープラン（平成２１年４月改定）」においては、災害時の延焼拡大や建物倒壊の危険性が高い地域として、狭あい道路の拡

幅、建物の不燃化・耐震化を図りながら、防災まちづくりを進めるとしている。また、東京都の「防災都市づくり推進計画（平成

２８年３月改定）」では重点整備地域に指定されており、「木密地域不燃化１０年プロジェクト（平成２４年１月）」では、木造密

集市街地の防災性向上と居住環境の改善を目的とした東京都不燃化推進特定整備地区（以下「不燃化特区」という。）に指定され

ている。 

本地区は、弥生町三丁目周辺地区の中央に位置し、都営川島町アパート跡地を区域として、不燃化特区のコア事業となる避難道

路や公園、代替地としての宅地整備など一連の事業が進められている地区である。 

このため、本地区のまちづくりは、弥生町三丁目周辺地区の防災まちづくりを先導するものとして周辺への波及効果が期待され

るほか、土地利用の増進も見込まれることから、弥生町三丁目周辺地区全体に先行して、安全・安心で良好な居住環境の形成を図

ることを目標とし、地区計画を決定する。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び 

保
全
に
関
す
る
方
針 

土地利用の方針 地区の防災性向上と良好な生活環境の形成を図り、中高層住宅と戸建住宅が調和したみどり豊かでゆとりのある住宅地とする。 

地区施設の整備

方針 

１ 避難経路の確保と日常生活の利便性の向上を図るため、区画道路を整備する。 

２ 地域住民が親しめる快適な憩いの場であるとともに、災害時における延焼遮断機能や救援・復旧等の拠点となる公園を整備す

る。 

建築物等の整備

の方針 

 地区計画の目標等を踏まえ、建築物等の整備の方針を次のように定める。 
 
１ 建築物の建て詰まりを防止し、ゆとりある居住環境を形成するため、壁面の位置の制限を定める。 
 
２ 調和のとれた落ち着きのある街並みを創出するため、建築物の形態又は色彩その他の意匠の制限を定める。 
 
３ 災害時に倒壊の危険性のあるブロック塀等を制限するとともに、潤いある街並みを形成するため、垣又はさくの構造の制限を

定める。 

別紙１ 

 



地
区
整
備
計
画 

位置 中野区弥生町三丁目地内 

面積  約 0.5ha 

地区施設の配置

及び規模 

道路 

名称 幅員 延長 備考 

区画道路１号 5ｍ 約 38ｍ 新設 

区画道路 2号 5ｍ 約 58ｍ 新設 

公園 
名称 規模 備考 

公園 1号 約 1,330㎡ 新設 

地区の区分 
名称 住宅地区 

面積 約 0.5ha 

建
築
物
に
関
す
る
事
項 

壁面の位置の制限 建築物の壁又はこれに代わる柱から隣地境界線までの距離は 0.5ｍ以上としなければならない。 

建築物等の形態又は色

彩その他の意匠の制限 

 
建築物の屋根、外壁又はこれに代わる柱の色彩は、原色を避け、街並みの形成に配慮するなど周辺環境と調和した

ものとする。 

垣又はさくの構造の制

限 

道路に面する側の垣又はさくの構造は、生け垣又は透視可能なネットフェンス等としなければならない。 

ただし、道路面から高さ 0.6ｍ以内のブロック塀又はこれに類するもの、門柱及び門柱に接続する長さが 1.2ｍ以下

のブロック塀等及び区長が認めたものはこの限りではない。 

土地の利用に関する事項 緑豊かで潤いある街並みを形成するため、地区内では積極的な緑化を推進する。 

※は知事協議事項 

「区域、地区の区分、地区施設の配置及び壁面の位置の制限については計画図表示のとおり」 

〔理由〕 地区の防災性向上と居住環境の改善を図るため、地区計画を定める。 

 



 
  
東京都市計画地区計画 
弥生町三丁目地区地区計画 位置図 〔中野区決定〕 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基交著第２６号、平成３０年５月２３日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基街都第１３２号、平成３０年８月１
３日 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

東京都市計画地区計画 
弥生町三丁目地区地区計画 計画図１ 〔中野区決定〕 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基交著第２６号、平成３０年５月２３日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基街都第１３２号、平成３０年８月１
３日 

 

 



  

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基交著第２６号、平成３０年５月２３日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基街都第１３２号、平成３０年８月１
３日 

東京都市計画地区計画 
弥生町三丁目地区地区計画 計画図２ 〔中野区決定〕 

 



 
 
 

この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基交著第２６号、平成３０年５月２３日 
この地図は、東京都知事の承認を受けて、東京都縮尺２，５００分の１の地形図（道路網図）を使用して作成したものである。無断複製を禁ず。（承認番号）３０都市基街都第１３２号、平成３０年８月１
３日 

東京都市計画地区計画 
弥生町三丁目地区地区計画 参考図（方針附図） 〔中野区決定〕 

 



平成３０年度第２回都市計画審議会報告資料 

「都市計画原案のあらまし」からの変更点等について 

 

１．「都市計画原案のあらまし」からの変更点 

 都市計画原案作成過程における関係機関との調整及び見直しの結果、以下の点を変

更した。 

・上位計画における位置づけを追記 

・目的をより的確な表現に変更 

・制限の内容の見直し 

 「都市計画原案のあらまし」 都市計画原案 

地 

区 
計 

画 

の 

目 

標 

 本地区は、東京都不燃化推進特定整備

地区（以下「不燃化特区」という。）であ

る弥生町三丁目周辺地区内に位置してお

り、都営川島町アパート跡地（以下「跡

地」という。）を中心とした地区である。

本地区における避難道路や公園、代替地

の整備など一連の事業は、不燃化特区の

整備プログラムにおいて弥生町三丁目周

辺地区の防災まちづくりを牽引するコア

事業として位置づけられている。 

 このため、本地区のまちづくりは、弥

生町三丁目周辺地区全体への波及効果が

期待されており、防災まちづくりを先導

するものとなるうえ、今後、跡地を中心

として土地利用の大幅な増進が見込まれ

ることから、弥生町三丁目周辺地区全体

に先行して地区計画を決定し、不燃化特

区の目的を踏まえ、安全・安心で良好な

居住環境の形成を図ることを本地区計画

の目標とする。 

 本地区を含む弥生町三丁目周辺地区は、中野

区の南端に位置し、中野新橋駅に近く、都心へ

の利便性が高い住宅地として発展してきた。戸

建て住宅と木造アパートが混在した高密度な

街区が多く、道路や公園などの都市基盤も脆弱

なため、「中野区都市計画マスタープラン（平

成２１年４月改定）」においては、災害時の延

焼拡大や建物倒壊の危険性が高い地域として、

狭あい道路の拡幅、建物の不燃化・耐震化を図

りながら、防災まちづくりを進めるとしてい

る。また、東京都の「防災都市づくり推進計画

（平成２８年３月改定）」では重点整備地域に

指定されており、「木密地域不燃化１０年プロ

ジェクト（平成２４年１月）」では、木造密集

市街地の防災性向上と居住環境の改善を目的

とした東京都不燃化推進特定整備地区（以下

「不燃化特区」という。）に指定されている。

 本地区は、弥生町三丁目周辺地区の中央に位

置し、都営川島町アパート跡地を区域として、

不燃化特区のコア事業となる避難道路や公園、

代替地としての宅地整備など一連の事業が進

められている地区である。 

 このため、本地区のまちづくりは、弥生町三

丁目周辺地区の防災まちづくりを先導するも

のとして周辺への波及効果が期待されるほか、

土地利用の増進も見込まれることから、弥生町

三丁目周辺地区全体に先行して、安全・安心で

良好な居住環境の形成を図ることを目標とし、

地区計画を決定する。 

別紙２ 



土
地
利
用
の
方
針 

 地区の防災性と良好な居住環境の形成

に向け、道路整備や公園整備と合わせ、

緑豊かなゆとりある中高層住宅と戸建住

宅が調和した地区として整備する。 

 地区の防災性向上と良好な生活環境の形成

を図り、中高層住宅と戸建住宅が調和したみど

り豊かでゆとりのある住宅地とする。 

地
区
施
設
の
整
備
方
針

 地区施設道路については、歩行者の安

全に配慮するとともに、公園とあわせ、

景観への配慮を行う。 

１ 避難経路の確保と日常生活の利便性の向

上を図るため、区画道路を整備する。 

２ 地域住民が親しめる快適な憩いの場であ

るとともに、災害時における延焼遮断機能や救

援・復旧等の拠点となる公園を整備する。 

建
築
物
等
の
整
備
の
方
針

 地区の防災性向上と良好な居住環境の

形成を図るため、建築物等の整備の方針

を次のように定める。 

 地区計画の目標等を踏まえ、建築物等の整備

の方針を次のように定める。 

 

建
築
物
等
の
形
態
又
は 

色
彩
そ
の
他
意
匠
の
制
限 

１ 建築物の屋根、外壁又はこれに代わ

る柱は、街並みと調和のとれたものとし、

設置位置、形態、規模、意匠などについ

て適切な配慮がなされ、良好な住宅地景

観の形成に寄与するものとする。 

２ 建築物の屋根、外壁又はこれに代わ

る柱の色彩は、原色を避け、周辺環境と

調和したものとする。 

 建築物の屋根、外壁又はこれに代わる柱の色

彩は、原色を避け、周辺環境と調和したものと

する。 

 

２．前回報告時のご意見に対する見解 

【ご意見】 

 外壁が耐火構造の建築物は、建築基準法第６５条の規定により、隣地境界線に接

して建築することができるため、壁面の位置の制限の例外として検討してほしい。 

【見解】 

・防災まちづくりにおける密集再生産（建て詰まり）防止の観点から規定している 

・本地区は住宅地区であり、延焼防止の他、日照や採光、通風の確保などによる良

好な居住環境の形成を目的としている 

・本制限については、権利者の合意を得ている 

【ご意見】 

 地震時における室外機の転倒防止策について検討してほしい。 

【見解】 

・都市計画法では地区計画で当該事項などに関する規定を設けることは想定され

ていない 

・防災まちづくりの観点から、引き続き情報収集に努め、適切に対応していきたい 



  平 成 3 0 年 （ 2 0 1 8 年 ） 1 0 月 2 5 日 

都 市 計 画 審 議 会 資 料           
地域まちづくり推進部まちづくり企画担当 
（西武新宿線沿線まちづくり企画担当） 

 

 

沼袋区画街路第４号線の道路空間構成について 

 

 

１ 概要 

沼袋区画街路第４号線の道路空間構成については、昨年度、都市計画審議会に諮

問した「沼袋区画街路第４号線沿道地区地区計画」の報告に合わせ、適宜、その検

討状況を報告してきたところである。 

地区計画については、平成３０年１月の都市計画審議会において了承の答申を頂

き、３月に都市計画決定している。 

地区計画に係る答申を頂く際、都市計画審議会からは、「区街４号線の道路空間

構成の検討については、本来、地区計画と一体で進められることが理想的である中

で、地区計画についての議論が先行して終了することになるため、今後も一定の成

果が出た段階で、適宜、都市計画審議会に報告すること」との意見を頂いていたこ

とから、現在の検討状況について報告する。 

 

 

２ 現在の検討状況 

別紙参照 

1 
 



平 成 3 0 年 ( 2 0 1 8 年 ) 1 0 月 2 5 日  
都 市 計 画 審 議 会 資 料 
地域まちづくり推進部まちづくり企画担当 
（西武新宿線沿線まちづくり企画担当） 

■ 沼袋区画街路第４号線の道路空間構成について 

１．事業概要 

東京都市計画道路区画街路中野区画街路第４号線 
都市計画決定：平成 23 年 8 月 19 日（中野区告示第 103 号） 
事 業 認 可：平成 29 年 8 月 9 日（東京都告示第 1257 号） 
事 業 期 間：平成 29 年 8 月 9 日～平成 38 年 3 月 31 日 
起点：中野区沼袋二丁目（新青梅街道） 終点：中野区沼袋一丁目（妙正寺川 新道橋） 

 

 現状 都市計画 

延長 ― 約５６０ｍ 

幅員 約６ｍ １４ｍ 

車線数 １ ２ 
歩道 なし あり（両側） 

交通規則 一方通行 相互交通 

交通広場 なし 
あり 

（面積約 2,800 ㎡、バス・タ

クシー・自家用車等乗降施設） 

 

＊現場写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本路線に係る計画協議について 

 本路線については、平成 23 年 8 月に警視庁野方警察署より、「新井薬師前駅・沼袋駅周辺における基盤整

備の計画協議について（回答）」を受けている。回答内容は下記のとおりである。 

・ 区画街路第４号線の荷捌き車両停車対策について検討を行うこと（全区間） 

・ 区道 33-340 については、自動車交通が交通広場に接続しないよう検討を行うこと 

・ 交通安全対策については、別途設計協議を行うものとする 

・ 西武新宿線連続立体交差事業及び周辺道路の整備状況により、交通の安全等で問題が生じた時は、その対

策を行うとともに是正策について交通管理者と協議を行うものとする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．区画街路第４号線の交通広場

整備に伴う取付道路の処理 
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３．本路線の道路構造検討の手順 

道路構造の決定にあたっては「道路構造令の解説と運用」に基づき、以下の手順で検討する。 

Ⅱ 道路の計画・設計の考え方 

１－２－２ 地域に応じた弾力的な基準の運用 

道路を計画・設計する場合には、地域の状況を踏まえて、当該道路において重視すべき機能を

明確にした上で、地域に適した道路構造を採用することが重要である。このため、道路構造に関

する基準を全国画一的に運用するのではなく、地域の状況に応じて道路に求められる機能を勘案

し、地域の裁量に基づき運用すべきである。 

（１）地域の状況から重視すべき機能を明確化 

道路を計画・設計する場合には、地域住民・道路利用者のニーズによる様々な価値判断や急峻

な地形、自然環境、積雪寒冷等気象などの制約条件について考慮する必要がある。 
このため、道路の特性と地域の実情を考慮して、多様な道路の機能のうち当該道路において

重視すべき機能を明確にした上で、地域に適した道路構造を採用することが重要である。 

出典 「道路構造令の解説と運用 64 頁、65 頁参照」  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

４．手順１ 道路の特性の把握 

イ）地域特性 

① 沿道の土地利用状況 

種別 地域特性 

用途地域 本路線沿道は商業地域、近隣商業地域であり、その後背地の多くは、第１種低層住居専用地域となっている 

商店街 新青梅街道入口から沼袋駅まで商業店舗が連担した商店街を形成している 

② 災害 

種別 地域特性 

地域危険度 
総合危険度※１は、本路線の東側（沼袋１、２丁目）で３、西側（沼袋３、４丁目）で４

となっている 

延焼遮断帯 
東京都の防災都市づくり推進計画（H28.3）において、一般延焼遮断帯に位置づけられて

いる 

避難路 
第 40 次中野区地域防災計画において、避難路として整備する都市計画道路に位置づけられ

ている 

消防活動困難区域※２ 本路線東西の第一種低層住居専用地域において、消防活動困難区域が存在する 
  ※１ 災害時活動困難度を加味した建物倒壊危険度及び災害時活動困難度を加味した火災危険度の危険量の和の大きな町丁目か

ら順に高い５段階のランクに割り当てたもの（低１ ⇔ ５高） 

※２ 消防自動車の出入りができる幅員６ｍ以上の道路から消防ホースが到達する、概ね半径１４０ｍ以上離れた区域 

 

③ まちづくりの計画 

本路線沿道の商店街のにぎわいの再生や防災性の向上を目的として平成 30年 3月に「地区計画の策定」

及び「都市計画の変更」を都市計画決定した。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【沼袋区画街路第 4 号線沿道地区地区計画】 【都市計画の変更（①用途地域の変更）】 

【都市計画の変更（②防火地域の変更）】 
【都市計画の変更（③高度地区の変更）】 

手順１ 道路の特性の把握 

手順２ 地域の実情（地域ニーズ）の把握 

手順３ 道路の特性と地域の実情を考慮した必要な道路機能の明確化 

手順４ 必要な道路機能を確保するための道路構造（案）の提示 
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ロ）交通特性 

◆ 沼袋駅周辺地区の交通特性における課題（「西武新宿線沿線まちづくり整備方針（H27.9）」より） 

(1)駅前における交通結節

機能の不足 

駅前広場がないことや、バス、タクシー等の専用の乗降空間もないことから交通

結節機能が不足している状況 

(2)脆弱な交通基盤 

駅前バス通りは、幅員が約 6ｍで、歩車分離がなされておらず、安心して歩ける

空間となっていない。また、鉄道を南北に横断する道路が少なく、環状 7号線に

繋がる東西道路も十分に確保されていない 

(3)バスの利便性の低さ 
バスは南向き（中野駅行）の一方通行のみの運行であり、利便性が十分に確保さ

れていない 

(4)路上駐輪の発生 
駅周辺の駐輪場は駅から離れているものもあり、利用しにくい状況から、路上駐

輪が多く見られる 

 

① 現況交通量（平成 29年 11月 27日（月）、平成 30年 1月 14日（日）に実施した 12時間交通量調査より） 

種別 交通特性 

自動車 

日交通量 
約 2,200 台/日 

（通過交通：約 400台/日、地域内交通：約 1,800 台/日※１） 

大型車混入率 約 17％ 

ピーク時間交通量 約 188台/ｈ（午前 9時～10 時） ※約３台/min 

交通規制 一方通行規制 

路線バス 

運行本数 128便/日、ピーク時間（午前 7時）12本/ｈ 

乗降者数 【沼袋駅】（中野駅行）乗車 613人/12ｈ、降車 142人/12ｈ 

その他 中野駅方面への一方通行のみ運行 

歩行者 

歩行者交通量 11,400人/12ｈ、ピーク時間（午前 8時）1,500人/ｈ 

横断歩行者交通量 
丸山塚公園部：347 人/12ｈ、中央部：269人/12ｈ、 

駅前部：1,415人/12ｈ 

歩行者属性※２ 児童：1％、生徒：2％、大人：86％、高齢者：10％、身体障害者・その他：1％ 

自転車 

自転車交通量 3,750 台/12ｈ、ピーク時間（午前 8 時）310台/ｈ 

横断自転車交通量 
丸山塚公園部：232 台/12ｈ、中央部：600台/12ｈ、 

駅前部：609 台/12ｈ 

駐輪 放置自転車が見られるほか、通勤通学の自転車の商店街への駐輪が見られる 

※１ 現況再現推計による内訳 

※２ 目視確認による参考値 

 

② 将来交通量推計結果 

種別 交通特性 

自動車 

日交通量 
3,600～4,000 台/日 

（通過交通：約 500台/日、地域内交通：約 3,100～3,500台/日） 

ピーク時間交通量 約 308～342 台/ｈ（午前 9時～10時） 

その他 相互通行 

歩行者 歩行者交通量 
2,089 人/ｈ 

（現況ピーク時間の歩行者交通量に開発増加分を考慮） 

自転車 自転車交通量 
624台/ｈ 

（現況ピーク時間の歩行者交通量に開発増加分を考慮） 

 

ハ）ネットワーク特性 

種別 ネットワーク特性 

都市計画運用指針 

（国土交通省） 

区画街路の位置づけから、幹線道路等で囲まれた区域内の交通を円滑に集散するよう、ま

た区域内を通過する自動車交通の進入を誘導しないよう配置することについて位置付け

られている 

西武新宿線沿線まち

づくりに係る基盤施

設の整備基本計画 

（中野区） 

・歩行者、自転車交通の安全に配慮 

・地域にとって必要な機能を有する道路とし、商店街への影響を軽減 

・駅前広場へのアクセス機能を有し、地区内交通を担う道路として適した道路構造 

中野区自転車利用総

合計画（中野区） 

通勤・通学等における駐輪対策については、鉄道上部空間を含めた配置について位置づけ

ている 

中野区バリアフリー

基本構想（中野区） 
本路線は、歩道の有効幅員を原則２ｍ以上確保する生活関連経路と位置づけられている 

【本路線と周辺道路との関係】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新青梅街道 

早稲田通り 

環
状
七
号
線 

区画街路４号線 

沼袋駅 

新井薬師前駅 

野方駅 
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５．手順２ 地域の実情（地域ニーズ）の把握 

 

◆ 地域ニーズの区分 

① 中野区都市計画審議会   ② 中野区議会   ③ 地域住民、地域まちづくり団体等 

 

 

地域ニーズ 

（１）商店街を分断せず、にぎわいを喪失しない道路構造 

具
体
の
内
容 

・当該地区では、「商店街にとって好ましい道路構造」「建築物の建替えによる商店街の形成」「にぎわいを生む商業政策」

の３つが必要（①） 

・商店街としての買い物利便性、回遊性の追求と歩行者の安全確保（①） 

・賑わいと荷捌きの課題解決（①） 

・拡幅整備に際しては、沿道の商店街の活性化をどう確保していくかを考える必要がある（②） 

・この商店街は、道路部分も含めて商店街を形成しているので、商店街を分断せず、商店街として対面性を大切にした安全

にどこからでも横断できるみちの実現を目指す（③） 

・買い物時間帯に歩行者横断しやすい交通規制の誘導（①） 

（２） 人が最優先のみち 

具
体
の
内
容 

・人を滞留させる仕組みづくりや車道が相互交通となるため、人が安心して通れるように自動車がスピードを出しにくくす

るような対応が必要（②） 

・道路構造の工夫により自動車の速度抑制、通過交通の排除（①） 

・時間帯による交通規制などで、地区内を通過する自動車を今より減らすことにより、人が最優先のみちを目指す（③） 

（３）適切な自転車利用環境の整備 

具
体
の
内
容 

・商店街利用者の駐輪施設の確保、自転車通行機能の確保（①②） 

・自転車走行環境や自転車駐車場の整備により、自転車を利用しやすい環境を整えるとともに、自転車利用のルールの徹底

とマナーの向上（③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．手順３ 道路の特性と地域の実情を考慮した必要な道路機能の明確化 

本路線の道路の特性（地域特性、交通特性、ネットワーク特性）と地域の実情（地域ニーズ）を考慮すると、

当該地域の状況から重視すべき機能は以下のとおりである。 

・拡幅後も商店街を分断せず、にぎわいを喪失しない道路構造が求められていること 

・道路空間内に、商店街の荷捌き車両の対策が求められていること 

・当該路線を利用する歩行者が、市街地における一般都道府県道の歩行者平均交通量（806人/12h）に比べ、

10倍以上多いこと 

・適切な自転車利用環境の整備が求められていること 

・区域外からの通過交通の進入を誘導しない路線とすべきであり、且つ、将来推計日交通量においても通過

交通が 1割程度であるため、自動車の交通機能の重要性や必要性が小さいこと 

以上より、地域に適した道路構造を採用するにあたり、地域の状況を踏まえ、当該道路において重視すべき

機能は、下記の歩行者・自転車の交通機能や空間機能であると判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

出典 「道路構造令の解説と運用 63 頁参照」 
 

【 歩行者・自転車の交通機能 】 

・通行機能   ： 商店街利用者等が並んで歩くための必要な幅員、高齢者や身体障が

い者等の移動のための平坦性や歩道形状の確保 

・アクセス機能 ： 歩行者や自転車利用者の沿道施設への出入りのしやすさ 

・滞留機能   ： 商店街利用者のための自転車の駐輪 

【 空間機能 】 

・市街地形成  ： 商店街のための荷捌きスペース、商店街を利用しやすい道路横断・

歩道幅員 

・防災空間   ： 緊急車両通行空間の確保・避難路確保のための無電柱化 

・収容空間   ： 情報通信施設やライフラインなどを収容するための空間 
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７．手順４ 必要な道路機能を確保するための道路構造（案）の提示 

 

（１）歩行者が横断しやすい構造 

・スムース横断歩道（横断歩道をハンプにする） ・横断歩道を密に配置 ・交通島の設置 

 

（３）自動車の走行速度を抑制する構造 

・狭窄部、ハンプ、車線のスラローム（蛇行）化 

（２）適切な自転車利用環境の整備 

・自転車通行空間の確保 ・自転車駐車場を歩道上に設置 

（４）その他 

・バスベイの新規設置 ・細街路交差箇所の歩道の連続化 ・荷捌き駐車場 

 

  

【標準部】 【バスベイ部】 【交通島部】 

◆ スムース横断歩道のイメージ 
（出典：改訂 生活道路のゾーン対策マニュアル（（一社）交通工学研究会）75 頁、

83 頁参照） 

【イメージ写真】（仙台市若林区） 

【平面図の例②】 

◆ 駐輪場のイメージ 
（出典：路上自転車・自動二輪車等駐車場設置指針 
同解説（（社）日本道路協会）70 頁参照） 

【イメージ図】 

【平面図の例①】 

【イメージ写真】 
 （つくば市設置事例：中野区業務受託者提供） 

◆ 歩道の連続化イメージ 
（出典：東京都長期ビジョン 

~「世界一の都市・東京」の 
実現を目指して~ 110 頁参照） 

【参考】施設配置イメージ図 
 ※施設規模、数、配置等については、地域の方々や交通管理者等のご意見を踏まえ、

今後検討を行います。 
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資料１ 

 
 
 
 

 中野駅新北口駅前エリア再整備の検討状況について 

  

中野駅新北口駅前エリア再整備の検討状況について以下のとおり報告する。 

 

１ 区民等との対話の実施状況について 

 

区役所・サンプラザ地区再整備推進区民会議（以下「区民会議」という。）や

区民と区長のタウンミーティングを通じ、再整備に関する対話を行ってきたと

ころである。また、メール等でも再整備に関する様々な意見が寄せられている。 

 

２ 中野駅新北口駅前エリア再整備の推進について 

 

 区民の声や現在のまちの状況をとらえながら、中野駅新北口駅前エリア再整

備の推進に係る考え方をとりまとめた。 

 

（１）再整備の必要性について 

① 再整備は現在進行中の中野駅周辺の各地区整備と密接に関連しており、そ

れぞれの進捗に影響すること。特に中野駅西口改札整備を進める上での前

提条件となっていること。 

② 中野サンプラザは開業から４５年経過し、施設更新の時期を迎えており、

存続させた場合には負担が大きいこと。 

③ 将来にわたってだれもが安全・安心に過ごせるユニバーサルデザインのま

ちづくりが求められていること。 

これらを総合的に判断した結果、中野駅新北口駅前エリアは、中野区役所の

移転や新北口駅前広場整備などとの一体的な計画により再整備を推進するもの

とし、あわせて中野駅西側南北通路・橋上駅舎の早期開設に向けた取り組みを

進めていくこととする。 

 

（２）再整備の方向性について 

中野駅新北口駅前エリアは、将来にわたって人々の交流とにぎわいに満ちた、

区民の誇りとなるシンボル空間の形成を目指し、新たな文化発信拠点などを整

備するため、民間活力を活用した再整備プロジェクトを推進していく。 

 
 



 

 

再整備にあたっては、中野サンプラザの「キオク（記憶）」、「カタチ（形）」、

「ナマエ（名前）」の３つのＤＮＡを引き継いでいくものとし、集客交流施設に

ついては、最大収容１万人のアリーナ計画を再検討し、規模や施設形状などに

ついて多角的な検討を行っていく。 

 

３ 今後の検討について 

 

 今後、再整備の事業化に向けた検討を進めていくにあたり、現時点での方向

性と主な課題を整理した。 

平成３１年３月の中野駅新北口駅前エリア再整備事業計画（素案）の公表を

目指し、引き続き区民会議などを通じた区民との議論や関係者との調整を行い

ながら検討を進めていく。 

 

 
 



【参考資料１】

中野駅新北⼝駅前エリア再整備について



（１）区⺠等との対話の実施状況

対話の場 内容 実績（酒井区⻑就任後）

区役所・サンプラ
ザ地区再整備推進
区⺠会議

新たな委員を加え、委
員の発表やグループ
ディスカッションを実
施。

８⽉21⽇（第5回）
委員２７名出席
再整備事業の概要等

９⽉7⽇（第6回）
委員２４名出席
まちづくりの中での中野
サンプラザのあり⽅

区⺠と区⻑の
タウンミーティン
グ

中野駅周辺まちづくり
をテーマに、グループ
ディスカッションを実
施。

8⽉28⽇（第3回）
約70名参加

区⺠の声
中野駅周辺まちづくり
に関するメール等によ
る投稿。

再整備関連15件
中野駅関連9件
（平成30年9⽉14⽇現在）

１．区民等との対話の実施状況

（２）主な意⾒

対話の場 主な意⾒

区⺠会議
（9⽉7⽇）

• サンプラザは地域に愛される象徴的な建物。建て替える
際には、⾯影が残るようにしてほしい。

• 今のサンプラザを残すことに意味がある。
• 建て替えるかは経済的な合理性も踏まえ判断してほしい
• 今あるホテル、会議室、レストラン等の多⽬的な機能を
なくさないでほしい。 など

タウン
ミーティング
（8⽉28⽇）

• 1万⼈規模ではなく、今のサンプラザの規模でいい。
• 中野サンプラザは残して欲しい。
• 名前を残し、区⺠に愛されるサンプラザにしてほしい。
• 中野駅⻄⼝改札を早く作ってほしい。 など

区⺠の声

• 1万⼈ぐらい収容可能なホールを建設して、賑わいのある
中野区にしてほしい。

• 中野駅にエレベータがなく⾮常に困った。⾮常に不便な
駅だと感じた。

• 新住⺠のための混雑解消策は考えられているが、昔から
住む住⺠は不便を強いられている。 など

１．区民等との対話の実施状況



（１）再整備の必要性

周辺各地区整備の
進捗に影響

中野サンプラザ
存続の負担

ユニバーサルデザイン
のまちづくり

• 中野駅⻄⼝改札整備の
前提条件

• 新庁舎整備の財源確保

• ⻑寿命化⼯事試算約32億円

• 借⼊44億、純利益2.5億円

• ⾼低差解消と歩⾏者
ネットワークの形成

• 来街者・住⺠の多様化

新区役所・新北⼝駅前広場整備などとの
⼀体的な計画による再整備を推進

中野駅⻄側南北通路・橋上駅舎整備の
早期着⼿・早期開設への取組み

中野サンプラザ
は思い出が
いっぱい。

【主な課題】

【区⺠の声からとらえたまちの状況】

区役所もサンプ
ラザも⽼朽化が

⼼配。

中野駅に
エレベータが
なくて不便。

中野は⼦連れで
は来にくいまち
だと思う。

（平成30年3⽉現在）

（約2億円×15年）

２．中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ地区）再整備の推進について

■中野駅新北⼝駅前エリア再整備事業の概要
⾯整備事業などによって街区再編を⾏い、安全で円滑

な駅前広場を配置するとともに、地域経済の発展に資す
る集客⼒・発信⼒のある拠点を形成。

（中野四丁⽬新北⼝地区まちづくり⽅針：平成30年3⽉策定）

■予定している主な事業⼿法
 ⼟地区画整理事業による街区再編
 市街地再開発事業による建物整備

■再整備事業関連の動き
 新区役所を現体育館及び南側敷地に移転整備
 現庁舎及び中野サンプラザ敷地、新北⼝駅前広場を⼀
体的に再整備

 現庁舎⽤地等の活⽤により、新庁舎整備財源を確保
 中野駅⻄側南北通路・橋上駅舎整備により、新たに⻄
⼝改札が開設予定

 事業着⼿に向け、整備の概要や事業⼿法、都市計画、
整備スケジュール等を⽰した再整備事業計画を策定予
定

主な建物 中野区役所 中野サンプラザ
敷地⾯積 9,585㎡ 9,529㎡

延床⾯積 28,566㎡
(地上9層地下2層)

51,076㎡
(地上22層地下3層)

築年数 昭和43年築 昭和48年築
所有 中野区・東京都 ㈱まちづくり中野２１

⼟地区画整理事業予定範囲

中野駅新北⼝駅前エリア

・建物現況

２．中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ地区）再整備の推進について

（２）再整備の概要



（３）中野サンプラザのＤＮＡ継承

ジャンル 年間公演⽇数 割合
ポップス（⽇本⼈） １１９⽇ ６０％
ポップス（外国⼈） １３⽇ ７％

アニメ関連 ２０⽇ １０％
演歌・歌謡曲 ２４⽇ １２％
その他 ２２⽇ １１％
合計 １９８⽇ １００％

【参考】中野サンプラザホール 2017年⾳楽公演状況

2017年の年間稼働⽇のうち、ホーム
ページで確認できる⾳楽公演を独⾃に
ジャンル分けして作成

「キオク」〜歴史や実績
「カタチ」〜機能や形状
「ナマエ」〜ブランド

 将来にわたって⼈々の交流とにぎわいに満ちた、区⺠の誇りとなるシンボル空間を形成。
 新たな⽂化発信拠点等を整備するため、⺠間活⼒を活⽤した再整備プロジェクトを推進。

２．中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ地区）再整備の推進について

どのようなコンテンツを発信していくのがよいのか？
施設形状はアリーナ型（平⼟間型）がよいのか？
1万⼈という規模は妥当なのか？ など

再検討

 多種多様なニーズに応えるため、複数の集客交流施設の設置を誘導。
 そのうち、最⼤規模のものとして、中野サンプラザのホール機能を発展させ、より集客⼒と発信⼒
があり、多⽬的に使える集客交流施設を計画。

 最⼤収容⼈数1万⼈を⽬標とし、コンサートのほかスポーツイベントや展⽰会などにも使⽤できるよ
う、アリーナ（平⼟間）部分を組み込んだ施設を想定。

本事業における集客交流施設の考え⽅

集客交流施設とは、コンサート、イベント、会議などの催事を開催できる会場及び付帯施設のこと
をいう。アリーナのほか、カンファレンス、バンケットなどの施設を想定。歩⾏者滞留空間として
オープンスペースを確保し、にぎわい創出の場としても活⽤。

集客交流施設の考え⽅

（４）アリーナ計画の再検討

 中野のまちが成熟していくためには、サンプラザの後継施設としてホール・コンベンション機能は必要。
 現在の集客交流施設の考え⽅を踏まえながら、１万⼈アリーナ計画を再検討。

区役所・サンプラザ地区再整備実施⽅針
（平成28年4⽉策定）より

２．中野駅新北口駅前エリア（区役所・サンプラザ地区）再整備の推進について



（１）中野駅新北⼝駅前エリア再整備の事業化に
向けた検討の⽅向性と主な課題

項⽬ 検討の⽅向性 主な課題
⼤規模
集客交流施設

⼈々の交流やにぎわいを創出する場として、ホール
やコンベンション機能を設けるものとし、その規模や
施設形状については再検討を⾏う。

最⼤収容⼈数１万⼈の規模の妥当性
主な⽤途に適した施設形状
区⺠負担のない経営・運営⽅法（⺠設⺠営⽅
式）

多機能
複合施設

中野サンプラザの利⽤状況を踏まえ、ホテル・バン
ケット機能を設けるものとし、その他の機能として、
オフィス、商業、住宅等の誘導を検討する。

まちの⼈⼝構成や事業成⽴性を考慮した誘導
機能の配分バランス
暮らしやすさや親しみやすさへの配慮
周辺地区との調和、回遊性の確保

事業⼿法 新北⼝駅前広場の整備や周辺道路等の再配置を⾏う
街区再編の⼿法として、⼟地区画整理事業を予定し、
独⽴⾏政法⼈都市再⽣機構の施⾏を想定する。
建物整備や公共空間を創出する⼿法として、市街地
再開発事業を予定し、⺠間事業者の参画⽅法等を検討
する。

区をはじめとする地権者の権利関係調整
施設計画と事業収⽀モデルの検討
⺠間活⼒を最⼤限に⽣かす参画⽅法や公募⽅
法

区有地等資産
の活⽤

新区役所施設整備費の財源（約２２１億円）につい
ては、再整備事業を通じた区有地等資産（中野区役所
や中野サンプラザなどの⼟地建物）の活⽤により、整
備費相当額を確保する。
区が、中野駅新北⼝駅前エリアを中⼼としたまちづ
くりに主体的に関与していくため、区または株式会社
まちづくり中野２１が権利の⼀部を保有し続けること
を検討する。

区の中野駅新北⼝駅前エリアのまちづくりへ
の関与の考え⽅
市街地再開発事業における区有地等資産の権
利変換の想定（転出⼜は残留及びその割合）
と権利（⼟地及び床）の保有⽅法

３．今後の検討について

３．今後の検討について

エリア
H29
2017

H30
２０１８

H31
２０１９

２０２０ ２０２１ ２０２２ 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 

中野駅新北口
駅前エリア

中野駅地区

新区役所整備

基盤整備着⼿

新庁舎移転後、従前建物の解体除却
施設整備着⼿

中野駅⻄側南北通路・橋上駅舎 建設⼯事

竣⼯

中野駅⻄側南北通路中野駅⻄側南北通路
・橋上駅舎実施設計

通路・駅舎
供⽤開始 駅ビル竣⼯

※さらなる短縮は
実施設計等で検討基本設計 実施設計 建設⼯事 竣⼯

⺠間参画
事業者
公募選定

中野駅新北⼝駅前エリア
再整備事業計画策定

公共基盤に係る
都市計画⼿続

中野四丁⽬
新北⼝地区
まちづくり
⽅針策定

建物整備に係る
都市計画⼿続

中野駅地区
整備基本計画改定基盤検討

⽀障移転⼯事

（年度）

※今後の事業進捗等により変更する場合があります。

（２）⼟地区画整理事業と市街地再開発事業による整備のイメージ

中野
区役所

中野
税務署

① 現況 ② ⼟地区画整理事業 ③ 市街地再開発事業

中野
サンプラザ

清掃事務所
車庫跡地

土地（宅地）の集約化
共同化・高度利用による

建築物整備

公共基盤の整備に合
わせた街区の再編



 
 
 

平成29年度スポーツ庁委託事業 
「スタジアム・アリーナ改革推進事業②先進事例形成支援」 

 
 

中野駅新北口駅前エリアアリーナ整備官民連携協議会報告書 
【概要版】 

 

 
中野駅新北口駅前エリアの 
再整備モデルを踏まえた 
アリーナ整備、運営のあり方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成30年（2018年）3月 
中野駅新北口駅前エリアアリーナ整備官民連携協議会 

【参考資料２】



2倍以上に
拡大 

アリーナ等に関する社会経済動向 

 音楽コンサートやステージでのパフォーマンスイベント

といったライブ・エンタテインメント市場は、「コト」

消費のトレンドから１５年間に約２倍に拡大。 

 アリーナで行われるスポーツは様々で、今後プロ化して

いくものや２０２０年東京オリンピック・パラリンピッ

ク開催などを契機とした新たなスポーツにも注目。 

アリーナの事業構造 

 様々なコンテンツに対応できる適応性や可変性の高さがア

リーナの特長。稼働率や収益性の向上を目指すため、機能

的かつ効率的な施設設計や運営における技術力、企画・

マーケティング力、資金力、経営能力などの確保が必要。 

アリーナを起点としたまちづくり 

 アリーナで行われる

コンサートやスポー

ツイベント、展示会

などによって訪れる

来街者は、年間で

100万人を超えると

推測。 

 まち全体のにぎわい

創出とともに、安全

で円滑な来街者の誘

導に向け、周辺地区

への回遊動線の整備

や商店街など地域と

の連携方策が必要。 
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中野の強みやブランドを生かすアリーナ 

 都心部や多摩方面からのアクセスが良く、新旧のま

ちのにぎわいが絶えない「街ナカ立地」の優位性。 

 中野駅に新設される西側南北通路及び橋上駅舎から

歩行者デッキ等でつながる利便性。 

 中野サンプラザホールや周辺のまちが培ってきた中

野の文化やブランド。 

アリーナとは 

 協議会ではアリーナを、「屋内」で「一定規模以上

の平土間と固定席のある形状」の「コンテンツを観

ることを主な目的」とした施設と定義。 

 アリーナでは、ステージでの興行とともに、アリー

ナ部分を活用したスポーツ、コンサート、ＭＩＣＥ

など様々なコンテンツの利用が可能な施設を想定。 

 中野駅新北口駅前エリア再整備事業は、グローバル

な都市活動拠点の形成に向け、アリーナをはじめと

する集客交流施設やオフィス、商業、ホテル、住宅

等からなる多機能複合施設を整備。 

 都市機能の高度化及び居住環境の向上を図るため、

大街区化や高度利用といった面的まちづくりを推進。 

中野駅新北口駅前エリア再整備事業 

＜再整備事業関連の動き＞ 

 2017年度 基盤整備に係る都市計画手続 

 2018年度 中野駅新北口駅前エリア再整備事業計画策定  

 2021年度 施設整備に係る都市計画手続 

 2023年度 中野区役所新庁舎竣工予定 

 2024年度 中野区役所現庁舎等除却、施設整備着手 

 2027年度 アリーナ等の複合施設竣工予定 

                 中野駅西側南北通路・橋上駅舎竣工予定 

                    ※2018年3月現在 

駅チカ 

再整備モデルにおけるアリーナのあり方 

 アリーナで行われるコンテンツの持つ集客力や発信力によっ

て、中野駅周辺のにぎわいと活力が増進。中野の立地特性や

文化とともに、新たなコンテンツに着目し、スポーツとカル

チャーが融合するアリーナを提案。 

 コンテンツの開催要件や動員状況等を踏まえ、スポーツで５

千人以上、コンサートで７千人から１万人程度の収容を想定。 

 施設設備における安全性の確保とともに、誘導における安全

対策やセキュリティ強化対策、エネルギー安定供給対策など

を講じることが必要。 

■コンサート利用 ■スポーツ利用 ■展示会利用 

第4章 第2章 

第3章 第1章 第5章 



中野駅新北口駅前エリアアリーナ整備官民連携協議会について 

 中野駅新北口駅前エリアアリーナ整備官民連携協議会は、スポーツの成長産業化の実現を目指し、収益性の
高いスタジアム・アリーナの整備を進めることを目的としてスポーツ庁が平成２９年度に創設した「スタジアム・アリー
ナ改革推進事業②先進事例形成支援」の事業受託により、中野駅新北口駅前エリア再整備事業における主要な
施設となるアリーナをモデルとした検討を行うことを目的として、平成２９年１２月に中野区が設置しました。 
 中野区のほか、委員として再整備事業協力者、学識経験者、スポーツ団体、音楽関係団体、経済団体及び関
連企業、オブザーバーとしてスポーツ庁や東京都等の参画を得て、「中野駅新北口駅前エリアの再整備モデルを
踏まえたアリーナ整備、運営のあり方」をテーマに、それぞれの見地から専門的な知見を持ち寄り、以下の日程で
議論を進めました。 

中野駅新北口駅前エリアアリーナ整備官民連携協議会 委員名簿 

協議会の概要 

2017.11.6 2017.12.19 2018.1.22 2018.2.8 2018.3.5～9 2018.3.22 

スポーツ庁 
委託事業 
の採択通知 

本協議会設置、 
第1回協議会 
の開催 

第2回開催 第3回開催 第4回開催 
（持ち回り開催） 

中野駅周辺まちづくり 
フォーラム開催 
（協議会報告会） 

本報告書について 

 本報告書は、スポーツ庁の事業受託により行った本協議会の議論や提案、検討素材となった資料などを本協議
会としてとりまとめたものです。今後、中野駅新北口駅前エリア再整備事業の事業化検討での活用に向け、様々な
知見や情報を盛り込んでいます。 
 本報告書の本体は、中野区公式ホームページよりご覧ください。 
 URL:http://www.city.tokyo-nakano.lg.jp/dept/163000/d025220.html 
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中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更（原案）について 

 

中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更（素案）については、2017年 12月に作

成し公表している。その後、国より「立体道路制度の適用対象拡充」の方向性が示さ

れ、関連法が 2018年 7月に施行となった。また、中野駅新北口駅前エリアの再整備に

ついては、区民からの様々なご意見や改めて整理した課題を区として総合的に判断し、

再整備推進の方向性を示したところである。こうしたことを踏まえ都市計画の内容を

再検討し、都市計画変更（原案）を作成した。 

 

１．中野駅地区整備基本計画の改定について 

 

中野駅地区整備基本計画は、中野駅周辺において今後整備すべき各都市施設の概ね

の規模や形状及びまちづくりの進捗に合わせた段階的整備工程等を示すものである。 

立体道路制度関連の法改正を踏まえ、「６．整備の進め方」における「今後の整備に

対応した都市計画変更」の記載について、立体道路制度活用の方針を明記した。 

   

※「中野駅地区整備基本計画（改定案）」の内容については、別紙１のとおり 

 

２．中野駅新北口駅前エリアに係る都市計画変更（原案）について 

 

 都市計画道路の位置・形状の変更のうち、駅前広場動線を敷地の立体的活用により

確保するとしていた箇所について、立体道路制度を活用した都市計画道路として位置

付けた。また、関係機関との協議・調整を踏まえ、都市計画道路の種別や嵩上部(歩行

者デッキ)の形状等について見直しを行った。 

 

※「都市計画変更（原案）」の内容については、別紙２のとおり 

 

３．中野四丁目新北口地区地区計画（原案）について 

 

「地区計画の方針の考え方」を 2018年 1月に公表しており、その後の検討を踏まえ、

「地区施設の配置及び規模」や「方針附図」を記載した。また、「5.区域の整備・開発

及び保全に関する方針」における「5-3 建築物等の整備の方針」について、立体道路

制度を活用し車両動線を建築物と一体的に整備することを記載した。 

地区計画（原案）については、今後の地区計画（案）の作成に向け、区まちづくり

条例第１８条に基づき公告・縦覧を行う。 

 

※「中野四丁目新北口地区地区計画(原案)」については、別紙３のとおり 

 

 



４．今後の予定 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

年 月 都市計画道路等に関する事項 地区計画に関する事項 

2018年 10月下旬 中野駅地区整備基本計画の改定 

11月  地区計画（原案） 

公告・縦覧 

12月以降 都市計画変更（案）報告 

都市計画変更（案）説明会 

都市計画変更（案）公告・縦覧 

中野区都市計画審議会 都市計画変更（案）諮問 

都市計画決定 



中野駅地区整備基本計画（改定案）【抜粋版】 

（平成３０年 10 月下旬改定 予定） 

１. はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

  （1）中野駅地区整備基本計画改定の考え方 

  （2）中野駅周辺の将来像 
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３. 中野駅周辺の主要動線の考え方・・・・・・・ ４

４. 整備の考え方・・・・・・・・・・・・・・・ ７

５. 整備内容・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８

６. 整備の進め方・・・・・・・・・・・・・・・１０

（１）第１期整備 

（２）第２期整備 

中野区

別紙１

02373386
線

02373386
長方形

02373386
楕円

02373386
楕円

02373386
楕円

02373386
楕円

02373386
楕円



（１）中野駅地区整備基本計画改定の考え方 

中野駅地区整備基本計画は、中野駅及びその周辺からなる中野駅地区を「中野駅周辺ま

ちづくりグランドデザイン」が目指す、「東京の新たなエネルギーを生み出す活動拠点」

にふさわしい交通結節点とするため、駅施設や駅前広場、自由通路等の各交通基盤施設の

整備について、中野駅周辺のまちづくりの進捗等を踏まえた段階的整備（第１期～第 2 期）

の進め方などを示すものである。中野駅地区整備は、事業期間が長期にわたることから、

駅周辺まちづくりの進展を踏まえた計画の検証を行いつつ、計画を逐次確定していくもの

と位置付けている。 

 

「中野駅周辺まちづくりグランドデザイン」は、中野駅地区第 1 期整備の完了、中野四

季の都市のまちびらき、市街地再開発事業等の周辺プロジェクトの進捗、東日本大震災の

発生を踏まえた防災対応能力のさらなる強化等、状況変化をうけて、平成 24 年 6 月に

Ver.3 へ改定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような状況変化を受けて、中野駅地区整備基本計画は「中野駅周辺まちづくりグラ

ンドデザイン Ver.3」等の上位計画の具体化を図るため、交通結節点である中野駅地区に

おいて第１期整備完了後に整備すべき、駅前広場、自由通路等の各交通基盤施設の概ねの

規模や形状等について検討を深め、平成２６年３月に第１回の改定を行った。 

 

改定以降、地区における状況の変化を踏まえ、中野四丁目新北口地区まちづくり方針を

平成３０年３月に策定しており、中野駅地区整備基本計画においても、区役所・サンプラ

ザ地区と新北口駅前広場（新北口駅前エリア）の一体的整備の検討を深め、第２回の改定

を行った。 

 

本計画に基づき、区は、関係機関との協議を行い、都市計画決定に向けた手続きや中野

駅地区整備の事業化を段階的に進める。また、まちづくりの事業化にあたっては、関係住

民等と十分な協議のうえ推進する。 

 

なお、中野四丁目新北口地区まちづくり方針を踏まえ、本計画における地区名称等は、

同方針における名称を使用するものとする。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

－１－ 

【平成 21 年 10 月】 

〇中野駅周辺まちづくりグラン

ドデザインVer.２ 

〇中野駅地区整備構想 

【平成 22 年 3 月】 

中野駅地区整備基本計画 

（主に第１期整備に対応した計画） 

中野駅地区整備方針の深度化 

・第１期整備後の基盤施設 

計画内容 

・第１期整備後の整備の 

進め方 

整備すべき各施設の概ねの 

規模や形状、整備の進め方 

地
区
を
取
り
巻
く 

状
況
変
化 

中野駅周辺まちづくりの進捗 

・中野駅地区第１期整備の完了 

・中野四季の都市のまちびらき 

・駅周辺でのまちづくりの展開 

中野駅地区整備基本計画 第２回改定 

【平成 24 年 6 月】 【平成 26 年 3 月】 

中野駅地区整備基本計画 第１回改定 〇中野駅周辺まちづくりグランド 

デザインver.3 

まちづくりの進捗の 

個別計画への反映 

中野四丁目新北口地区 

まちづくり方針の策定 

・区役所・サンプラザ地区および新北口駅前

広場、税務署用地を含めた計画の深度化 

【平成 30 年 3 月】 

【平成 30 年 10 月】 



（２）中野駅周辺の将来像 

「中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.3」では、中野駅周辺の空間整備にあたり、

まち全体の安全性と快適性の向上を図るための取り組みを通じて、都市としての質を高めて

いくことが求められているとの考え方が示されている。 

特に、歩行者優先・公共交通指向の道路・交通ネットワーク構築の視点から、中野駅周辺

を歩いて回れるまちと位置づけ、今後の空間整備にあたっては、歩行者の安全な通行を第一

優先に考え、歩行空間の確保や動線整備を行っていくこととしている。 

さらに、交通動線の交錯や交通負荷を軽減するための道路や駅前広場の整備を進めるとと

もに、自転車や自動車の中心部への流入を抑制して公共交通の利用を促していくため、駐車

場の適正配置を進めていくこととしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．はじめに 

－２－ 

  

※中野四丁目新北口地区のゾーニングイメージ 

出典：中野駅周辺まちづくりグランドデザイン Ver.3 

中野四丁目 
先端的な都市機能と豊かな緑 

中野五丁目 
安心して楽しめるにぎわい空間 

中野三丁目 
文化的なにぎわいと暮らしの調和 

中野二丁目 
新たな業務・商業の集積と 
生活コミュニティの核 

中野駅地区 
魅力ある中野の玄関口としてまちをつなぐ 

道路・交通ネットワーク 
歩行者優先・公共交通指向のまちづくり 



 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 整備の基本方針 

 

 

 

【整備の前提】 

【駅地区整備のあり方】 

【地区のめざすべき姿】 

 駅施設や基盤の整備を通じて、駅から駅前広場、周辺のまちへと続く安全で快適な歩行者動線を確保し、駅利用の利便性だけでなく、

生活の利便性も高まっている。  

 駅、まちそれぞれの機能が融合し、魅力的なにぎわいを生み出し、さらなる来街者の増加や区民の利便性の向上につながっている。  

 中野区の玄関口としてみどりや潤いが感じられる場が創出されている。 

【整備の基本方針】 

 交通機能の集約化・分担の明確化、歩行者ネットワークの強化、ユニバーサルデザインによる計画整備、地球環境と景観形成に配慮

した計画整備、公共交通基盤の強化、自動車等駐車場の計画整備を行う。 

中野駅地区 ： 魅力ある中野の玄関口としてまちをつなぐ（グランドデザインver.3） 【駅地区の基本的な考え方】 

 
○大幅に増加する中野駅駅前広場利用者 →将来の各駅前広場の合計利用者は約４８万人※と想定 

 ・従前の駅前広場の利用者は、鉄道利用者が約１７万人、バス利用者・歩行者が約６万人の合計約２３万人（過年度調査等から推計） 

 ・中野駅周辺の開発により、鉄道利用者が約１６万人、バス利用者・歩行者が約９万人の合計約２５万人増加するものと予想 

  ※「大規模開発地区関連交通計画マニュアル」により推計 

１．動線の考え方 

自動車、歩行者、自転車、各交通手段ネットワークの将来構想と動線の考え方 
・将来交通量の増加、将来構想を見据えた計画を検討する。 

２． 整備すべき各施設の計画の考え方 

駅地区における各基盤施設の計画方針 

基盤施設の各々の計画方針、関連性を整理する。 

西側南北通路関連の基盤、南口駅前広場等 
基盤施設の各々の規模、形状、配置計画等について整理する。 

 

 

－３－ 

３． 整備の進め方 

都市計画変更の進め方、整備の展開 



駅前広場整備の考え方 

 

 

南口駅前広場（南東側） 

「民間開発との連携による南口の交通ターミナル機能及び歩行者空間の強化」 

○南側の自動車交通処理空間の整備（バス、タクシー、一般車） 

○中野通りとの車両出入口を集約 

○駅改札からの歩行者を受け止め、地域の賑わいを形成する、 

ユニバーサルデザインに配慮し歩行者動線、空間の確保 

○中野二丁目再開発と連携した駅前広場の拡張整備 

○南側東西連絡路の動線整備、拠点となる空間の確保 

新北口駅前広場（北西側） 

「新しい中野の顔となる都市型複合交通ターミナルの整備」 

○北側の自動車交通処理空間の整備（バス、タクシー、一般車） 

○新改札、南北通路と連携し回遊性の向上に資するユニバーサルデザインに配慮した歩行者動線、

空間の整備 

○周辺と連続性のある歩行者動線、一体感のあるオープンスペース、緑地の整備 

４. 整備の考え方 

現北口駅前広場（北東側）               

【整備済】 

「地域の利便性確保と賑わい形成に資

する歩行者主体の広場の創出」 

○地域のまちと駅及び新北口駅前広場とを

つなぐ歩行者動線の整備 

○駅改札からの歩行者を受け止め、地域の賑

わいを形成する、ユニバーサルデザイン 

に配慮した歩行者動線、空間の整備 

○中野通りとの車両出入口を集約 

－７－ 

西口広場〈中野三丁目駅前広場〉（南西側） 

「中野駅新改札口設置にあわせた歩行者主体の広場空間確保」 

○新改札からの歩行者を受け止め、地域の賑わいを形成するユニバーサル 

デザインに配慮した歩行者動線・空間の確保 

○周辺との連続性、潤いを与える空間を確保 

○中野三丁目駅直近のまちづくりと合わせた新たな南側の広場を整備 

東西南北の連絡路 

「地区相互の回遊性を高める安全で快適な歩行者動線の

確保」 

○鉄道や自動車動線と分離するとともに、ユニバーサルデザイン 

に配慮して相互を接続 

○非常時の広域避難場所（区役所一帯）までの避難路として必要 

幅員、耐震性を確保 

○具体の施設位置は、市街地の状況等を踏まえて決定。市街地側 

での整備が困難な箇所では、鉄道敷地内での整備等を検討 

○整備時期は北側東西連絡路（整備済）に続き、新改札に合わせ 

て西側南北通路を整備、南側東西連絡路と東側南北通路につい 

ては周辺まちづくりと合わせて整備 



 

駅前広場等の整備内容及び中野駅地区での歩行者や車両等の動線は以下の通り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

５. 整備内容 

－８－ 

Ｃ’ 

Ａ 

新北口駅前広場レベル（２Ｆ） 

Ａ’ 

Ｂ’ Ｂ 

橋上レベル（３Ｆ） 

Ｃ’ 

中野通りレベル（１Ｆ） 



 
 
 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５. 整備内容 

【①新北口駅前広場】 

■交通施設（想定） 

・バスバース 乗車 8、降車 2 

・タクシー  乗車 1、降車 1 

       プール 約 40台 

・一般車（身障者兼） 乗降 2 

＊車両の出入口は、中野通りへの自動車交通の集中を回避

する観点から、広場西側に確保する。 

【③南口駅前広場】 

■交通施設（想定） 

・バスバース 乗車 4、降車 1 

・タクシー  乗車 1、降車 1 

       プール 10～15台 

・一般車（身障者兼） 乗降 2 

＊中野通りへの車両の出入口を南側の一か所に絞り、 

コンパクトな交差点形状とすることで、交差点間の 

滞留長を確保するとともに、改札前に十分な歩行者 

空間を設ける。 

 

【②現北口駅前広場】            整備済 

■交通施設 

 ・一般車（身障者兼） 降車空間 

＊中野通りへの車両の出入口を一か所に絞り、コンパクトな

交差点形状とすることで、交差点間の滞留長を確保する。 

＊広場内の通過車両を抑制することで、快適な歩行者空間を

形成する。 

① ② 

③ ④ 

【④西口広場】 

＊南北通路、西口改札を受ける安全で快適な歩行者系駅前 

広場を整備する。 

－９－ 

【駐車場】 

■自動車駐車場  

・都市計画駐車場 約 70台 

＊区役所・サンプラザ地区に配置する。 

＊台数は中野区駐車場整備計画(平成 29年 9月)による。 

 

■自動二輪駐車場 約 250台 

・都市計画駐車場 約 80台 

＊台数は中野区駐車場整備計画(平成 29年 9月) による。 

・その他     約 170台 

＊駅周辺のまちづくりにあわせて配置を検討する。 

 

■自転車駐車場 約 6,000台 

・中野四季の森公園地下自転車駐車場(仮称) 約 1,500台 

・区役所・サンプラザ地区再整備自転車駐車場(仮称)約 1,500 台 

 ・囲町地区自転車駐車場(仮称)  約 1,500 台 

 ・中野二丁目自転車駐車場(仮称) 約  500台 

 ・中野三丁目自転車駐車場(仮称) 約 1,000 台 

＊上記は中野駅周辺自転車駐車場整備計画(平成 29年 1 月)による 



（２）第２期整備（平成 3７年以降完了予定） 
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６. 整備の進め方 

【周辺まちづくりの進捗】 

・中野駅新北口駅前エリアの整備が完了している。 

・中野二丁目市街地再開発事業、囲町市街地再開発事業、中野三丁目土地区画整理事業、中野四丁目 

新北口西エリア市街地再開発事業が完了している。 

【中野駅地区の整備内容】 

・新北口駅前広場及び南口駅前広場整備が完了し、バス、タクシー、自転車駐車場など交通機能を集約、 

中野駅周辺の交通結節機能が大幅に向上し、増大した来街者に対応可能となっている。 

・西口広場は整備が完了し、各地区の駅前広場ネットワークが完成している。 

・中野駅ガード下の中野通り東側の歩道拡幅が完了し、歩行者回遊ネットワーク形成については各地区が 

つながり、一定の機能が確保される。 

・西側南北通路・橋上駅舎の整備が完了し、中野三丁目及び中野四丁目と接続されている。 

・中野駅上空活用（駅ビル）整備が完了し、回遊性や生活利便性の向上、地域商業のさらなる発展に貢献し 

ている。 

－１１－ 

第２期整備段階イメージ（平成３７年以降） 

 

現都市計画 今後の整備に対応した都市計画変更 

※    は、立体道路制度を活用する方針とする。 

＊図は整備イメージであり、今後の検討により形状等が変更になる可能性があります。 
新北口駅前広場(嵩上部含む) ⇒ 都市計画変更予定 

都市計画駐車場       ⇒ 都市計画変更予定 

補助 222 号線        ⇒ 都市計画変更予定 

補助 223 号線        ⇒ 都市計画変更予定 

補助 224 号線        ⇒ 都市計画変更予定 

補助 225 号線        ⇒ 都市計画変更予定 
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